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テーマ１
笑顔で子育てが
できるまちづくり

テーマ2
高齢者が元気な
まちづくり

テーマ3
産業に活気があり
人が集まる
まちづくり

テーマ4
市民が安全・
安心に暮らせる
まちづくり

テーマ5
人と環境にやさしい
低炭素先進都市の
まちづくり

第１章　市民との協働
（市民とともにつくるまち）

第２章　学習・交流
（人と交流が育まれるまち）

第３章　活力・賑わい
（活力と賑わいのあふれるまち）

第４章　環境共生
（自然が身近に感じられるまち）

第５章　健康・福祉
（ともに育み，支え合うまち）

第６章　定住促進
（快適に住み続けられるまち）

第１節 まちづくりへの市民参加を促進する （情報提供，市民参加）
第２節 コミュニティ活動を推進する （コミュニティ，市民活動）
第3節 男女の自立と個性を活かせる社会を形成する （男女共同参画）

第１節 生涯学習社会を形成する （生涯学習）
第２節 子どもたちの教育環境を整備する （幼児教育，学校教育，青少年の健全育成）
第3節 個性的な文化を守り多様な文化を創出する （文化，文化財）
第4節 豊かなスポーツ資源を活かす （スポーツ）
第5節 異文化との交流による新しい文化をつくる （国際交流）

第1節 活力発信地として広域的な役割を担う （都市拠点整備）
第2節 産業を高度化し雇用を創出する （商業，工業，農業，雇用，市場）

第1節 豊かな水と緑に親しむ （環境保全，緑地，治水）
第2節 環境にやさしい循環型社会を形成する （環境整備，廃棄物）

第1節 生涯健康で元気に暮らせる環境を整備する （健康づくり，医療）
第2節 支え合う地域社会を形成する （健康福祉のまちづくり）
第3節 安心して産み，健やかに育つ環境を整備する （子育て支援）

第1節 やさしさとうるおいのある都市空間を整備する （都市基盤）
第2節 快適でゆとりある住環境を整備する （住宅・住環境，上・下水道）
第3節 安全な生活環境を整備する （防災，消防・救急体制，交通安全，防犯）
第4節 バランスのとれた都市構成を実現する （交通体系，市街地整備）
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施策を明示します
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④協働によるまちづくりの推進
⑤行財政改革の推進
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します
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○柏市の特性
○柏市の人口
○柏市の財政
○土地利用の考え方

ごあいさつ

【後期基本計画の全体構成】

　本市のあるべき姿とまちづくりの基本的な方向を示した，総合的かつ計画的な市政運営を行うための
指針である「柏市第四次総合計画」が策定され１０年が経過しました。
　この間，総合計画の基本構想である「みんなでつくる　安心，希望，支え合いのまち　柏」を実現す
るため，本市は様々な施策に取組んできました。
　これまでの市政運営においては，増加する税収の中で，市民生活をより豊かにするための新たな施
策・事業をどう展開していくかが行政の主要な役割であったように思います。しかし，リーマンショッ
クを背景とした景気の一層の低迷と，急速に進行する少子高齢化等により，本市の財政はますます厳し
い状況になりつつあり，新規事業に割り当てられる財源も年々減少傾向にあります。
　こうした中で，健全な財政運営の堅持を基本としつつ，本市の直面する様々な課題に的確に対応していくため，本計画では，
今後５年間で特に重点的に取組むべき５つの重点テーマを掲げ，分野横断的な視点から取組むものとします。
　また，これまで育まれてきた地域の絆や，市民・市民団体・大学・事業者と行政との協働による取組みを最大限に活かし，本
市を構成するこれらの様々な主体との連携のもとに「将来も安心して住みやすい活力あるまちづくり」に向けて全力で進めてま
いります。
　今後とも皆様におかれましては，より一層の御理解と御協力を賜りますようお願いいたします。
　最後 に，本計画の策定 に当たり，多大な御尽力をいただいた柏市総合計画審議会委員の皆様をはじめ，まちづくりワーク
ショップや各種団体ヒアリング調査，市民意識調査，パブリックコメントなどで貴重な御意見，御提言をお寄せいただいた多く
の皆様に対し，心から感謝申し上げます。

平成２３年３月
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■計画の概要

 第 1 部　総　論

　柏市第四次総合計画は，「基本構想」「基本計画」「実施計画」の三層で構成されます。基本構想は平成
１３年度 〜 平成２７年度までの１５年間を計画期間とし，基本計画は，基本構想の計画期間を前期，
中期，後期の三期に分け，一期５か年の計画としています。
　今回策定する「柏市第四次総合計画 後期基本計画」は，平成２３年度から平成２７年度までの５年間
を対象期間とした計画となります。

目　的目　的

目　的目　的

手　段手　段

手　段手　段

● 期　間
15年（平成13～27年度）

● 内　容
今後のまちづくりの目標である「将来都市像」及びそれ
を実現するための基本的な方向性（施策の大綱）を示し
たもの

● 期　間
15年（平成13～27年度）

● 内　容
今後のまちづくりの目標である「将来都市像」及びそれ
を実現するための基本的な方向性（施策の大綱）を示し
たもの

● 期　間
5年（後期基本計画：平成23～27年度）

● 内　容
基本構想を実現するため，基本的な施策や事業を体系的
に示すとともに，施策・事業の推進のための行財政運営
のあり方などを示したもの

● 期　間
5年（後期基本計画：平成23～27年度）

● 内　容
基本構想を実現するため，基本的な施策や事業を体系的
に示すとともに，施策・事業の推進のための行財政運営
のあり方などを示したもの

● 期　間
3年（1年おきに見直し）

● 内　容
基本計画で示した施策や事業を実際に行うための具体的
な計画

● 期　間
3年（1年おきに見直し）

● 内　容
基本計画で示した施策や事業を実際に行うための具体的
な計画

基本構想
（期間：15年）
基本構想
（期間：15年）

基本計画
（期間：5年）
基本計画
（期間：5年）

実施計画
（期間：3年）
実施計画
（期間：3年）

2015

27
2014

26
2013

25
2012

24
2011

23
2010

22
2009

21
2008

20
2007

19
2006

18
2005

17
200420032002

161514
2001

13平成（年）

西暦（年）

基本構想基本構想

実施計画実施計画

基本計画基本計画

基本構想基本構想

基本計画基本計画

前期基本計画 中期基本計画 後期基本計画
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車道

柏の葉キャン
パス

柏の葉キャン
パス

柏柏
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新柏新柏

増尾増尾

逆井逆井

高柳高柳

豊四季豊四季
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孫
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船
橋
我
孫
子
線

北柏北柏

柏たなか柏たなか

つ
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エ
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レ
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東武野田線

東武野田線

JR
常
磐
線

柏市役所 手賀沼

大津
川

大堀川

柏IC

■柏市役所の位置
■面積 114.90平方キロメートル

404,079人（平成22年10月1日現在）

東緯　139°58′46″
北緯　  35°51′54″

■人口

◎柏市のプロフィール
　柏市は,千葉県北西部の東葛飾地域に位置し,地理
的には首都圏東部の中心的な地域となっています。市
域は,南北約15キロメートル，東西約18キロメートル
で,東は我孫子市及び利根川を挟んで茨城県取手市,
守谷市,南に鎌ケ谷市,印西市,白井市と,西は松戸市,流
山市と,北は野田市とそれぞれ隣接しています。
　地勢はおおむね平坦であり,下総台地の広い台地上
を中心に,市街地や里山が形成されています。また,台
地に入り込んだ大堀川,大津川,金山落などの川沿いや,
手賀沼や利根川沿いに分布している低地では,干拓事
業や治水事業なども進められ,まとまった農地等となっ
ています。

《柏市のプロフィール》
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■柏市の特性

■柏市を取り巻く時代の潮流と柏市の課題

自然環境の豊かさ

医療環境の充実 学術機関・新産業
育成施設の充実

中心市街地を中心とした
商業機能の充実

発達した公共交通網 市民活動の活発さ

ホームタウンチームの
存在

（1）人口減少社会の到来

➡出生率の上昇と人口流入の促進

➡福祉環境（在宅・施設サービス）,医療環境の
　充実
➡生きがいづくりのための就業機会や活動の場・
　機会の創出

➡地域の各主体との連携による地域防犯・防災体制整備
➡近隣自治体との広域連携による防災体制強化
➡総合的な危機管理体制の構築
➡公共施設等の老朽化への計画的な対応

➡まちづくりへの市民参加の更なる促進
➡市民公益活動団体等への活動活性化支援
➡町会・自治会等の地域コミュニティ活動の活性化支援
➡住民ニーズの多様化等に対応するための自治体職員
　の専門性確保と横断的な組織体制の構築

➡企業の経営環境悪化に対する事業者向け支
　援の充実
➡雇用不安に対応するための安定的な就業環
　境整備

➡温暖化防止,環境保全への啓発活動の推進
➡地球温暖化に対する各種取組みの推進

➡行政経営・政策立案能力の向上と持続可能な行財政
　基盤の構築

（3） 経済環境の悪化

（2） 高齢化の急激な進行

（4）地球環境問題の深刻化

社会環境の変化社会環境の変化 市民意識の変化市民意識の変化

地方自治の動向地方自治の動向

（5）安全・安心意識の高まり

（6）市民の意識の多様化

（7） 地方分権・地域主権の進展

柏　市柏　市

社会環境の変化社会環境の変化 市民意識の変化市民意識の変化

地方自治の動向地方自治の動向

手賀沼 中心市街地（柏駅周辺） ホームタウンチーム（柏レイソル）
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■柏市の人口

　本市の人口は，今後もつくばエクスプレス沿線地区の開発を中心とした人口流入により，しばらく
は増加が続くことが予想されます。
　しかし，全国的な少子高齢化の流れの中で，人口の伸びは次第に鈍化し，平成３２年をピークに，
本市の総人口は減少に転じることが予想されます。また，人口構成では，今後団塊世代が生産年齢人
口から老年人口へ移行することなどに伴い，高齢化率は急激に上昇していくことが想定されます。
　こうした将来的な人口動向を踏まえ，高齢化に対する各種施策や高齢者の健康増進などの取組みの
充実を図るとともに，子育て世代が子どもを生み育てやすい環境整備に努めます。また，市の活力向
上の観点から，引き続き産業の活性化や広域連携による交流圏の拡大など，交流人口に着目したまち
づくりを推進します。

   

  　  

239

363

381
404

414 418 417 413

374

311

347
実績 推計

200

250

300

350

400

450

昭和55 昭和60 平成 2 平成 7 平成12 平成17 平成22 平成27 平成32 平成37 平成42

（千人） 柏市の人口の推移

（年）

0～14歳（年少人口） 15～64歳（生産年齢人口） 65歳以上（老年人口）

（注）平成１７年までは国勢調査による実績値。平成２２年の総人口は国勢調査の速報値。平成２２年の年齢階層別人口及び平成２７年以降は推計値。
　　　年齢階層別人口推計の合計値は，端数処理の関係で総計値と一致しないことがある。

53
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134
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404 414 418 417 413

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450
（千人）

平成12 平成17 平成22 平成27 平成32 平成37 平成42 （年）

平成12 平成17 平成22 平成27 平成32 平成37 平成42

人口（人） 373,778 380,963 404,079 413,933 417,755 417,221 412,872

人口（人） 52,822 51,262 54,886 53,389 48,906 42,494 38,280

構成比 14.1% 13.5% 13.6% 12.9% 11.7% 10.2% 9.3%

　総　計

0～14歳

人口（人） 274,849 267,227 267,625 255,568 249,363 247,419 240,114

構成比 73.5% 70.1% 66.2% 61.7% 59.7% 59.3% 58.2%
15～64歳

人口（人） 46,107 62,474 81,569 104,976 119,486 127,309 134,478

構成比 12.3% 16.4% 20.2% 25.4% 28.6% 30.5% 32.6%
65歳以上
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■柏市の財政

■土地利用の考え方

市街化
区域

・既に市街地を形成している区域及び概ね 10 年以内に
　優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域。
　➡原則として拡大しないこととします。

市街化
調整区域

・市街化を抑制すべき区域。
　➡引き続きその維持・保全を図っていきます。

　景気低迷の長期化により市税収入が落ち込む一方で，社会環境の成熟化に伴い，社会保障をはじめ
とする市民サービスに必要な支出が増加しています。このため，財政構造の弾力性（自由に使える財
源の割合）を判断する経常収支比率は，平成２１年度決算では９６．６％にまで上昇しており，財政
硬直化の進行が深刻になっています。
　積極的な財源確保に努めるとともに，徹底した事務事業の見直しと，事業の選択と集中に基づく限
られた財源の有効活用により，財政基盤を強化し，安定的で持続可能な行財政運営を推進します。

　本市の現状や将来の社会情勢等を踏まえ，都市的土地利用を推進すべき地域と，緑農環境の維持・
保全を推進すべき地域を適正に配置し，地域特性に応じた土地利用を推進します。

1,119 1,129 1,122 1,143 1,160 1,180
1,119 1,129 1,122 1,143 1,160 1,180

115 93 97 96 102 107

197
229 224 234 242 254

128
96 98 104 102 108

57 57 54 54 54 54
17 40 30 29 27 29

605 614 619 626 633 628

0

200

400
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800
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H22 H23 H24 H25 H26 H27

（億円）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H22 H23 H24 H25 H26 H27

（億円）

135 137 133 140 137 143
132 115 90 90 90 90

386 377 385 397 403 407

245 240 233 222 222 218

221 260 281 294 308 322

【歳入の推移】 【歳出の推移】

市税 譲与税・交付金 地方交付税 国・県支出金 市債 その他 人件費 扶助費 公債費 普通建設事業費 その他
（年度） （年度）
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 第 2 部　計画の実効性を高める 5 つの取組方針

　各分野において横断的に進めていく中でも，重要性や緊急性などから特にこの５年間で優先して取
組むべき施策項目等について，「第４部　施策体系別計画」において明示し，計画期間中は，この優
先項目の考え方に基づき，他の施策に優先して進めることで，財源の有効活用と計画の実効性を確保
します。

　「第３部　まちづくり重点テーマ」において５つの重点テーマを設定し，各部署の持つ経験やノウハ
ウを相互に活用し相乗効果を充分に発揮させるため，分野横断的な取組みを推進していくこととし，
そのための組織体制の見直しを行うほか，複数部署で行われている類似事業の整理・統合など，各テ
ーマの実現に向けた横の連携強化と効率的・効果的な取組みを推進します。

■「優先項目」を明示し優先的に取組むことで計画の実効性を確保します。

■分野横断的な取組みの推進により事業の効率化と事業費の削減に努めます。

取組方針 2　「優先する取組みの明確化」

取組方針 1　「分野横断的な実施体制の構築」

1.分野横断的な
実施体制の構築
1.分野横断的な
実施体制の構築

まちづくり重点テーマの推進まちづくり重点テーマの推進

施策体系別計画の推進施策体系別計画の推進

５つの取組方針５つの取組方針

2.優先する
取組みの明確化
2.優先する

取組みの明確化
 3.成果指標の
設定と評価の徹底
 3.成果指標の
設定と評価の徹底

4.協働による
まちづくりの推進
4.協働による
まちづくりの推進

5.行財政改革
の推進

5.行財政改革
の推進

「みんなでつくる　安心，希望，支え合いのまち　柏」「みんなでつくる　安心，希望，支え合いのまち　柏」将来都市像 の実現

まちづくり重点テーマの推進

施策体系別計画の推進

　厳しい財政状況のもとで，健全な財政運営を堅持しつつ，急速に進行する少子高齢化への

対応をはじめとした様々な課題に的確に対応していくため，以下のとおり，計画の実効性を

高めるための取組方針を掲げ，着実に推進するものとします。
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  達成度を客観的に判断するための代表的な成果指標を「第４部　施策体系別計画」及び「第５部　自
立都市実現を目指して」において数値目標として明確に掲げ，定期的に検証し公表するなど，適切に
進行管理を行っていくことで，各施策や事業の着実な推進と結果の適正評価を行います。

　地方分権の更なる進展や中核市移行等を踏まえ，本市の持つ地域特性による強みや様々な人材など
の貴重な資源を効果的に活用し，自らの判断と責任のもとで，行政経営の観点から市民満足度の高い
行財政運営を行っていくことで，個性かつ魅力ある自立した都市づくりを推進するものとします。
　自立都市の実現に向けた行財政運営の考え方と行財政改革等に関する各種取組みについて，「第５
部　自立都市実現を目指して」に掲げ推進します。

　市民，市民公益団体・地域団体，大学，
事業者等の持つ特性を踏まえながら，各構
成主体による主体的で自立した取組みを支
援する体制の強化とともに，市民が地域活
動・市民公益活動に積極的に参加できるよ
う，市民意識の醸成と市民活動活性化のた
めの仕組みづくりを進めます。
　また，行政と各構成主体との適正な役割
分担に基づき，公共領域の課題について，
お互いが対等な立場で相互に補完しあいな
がら共通の目標を目指し連携していく，参
画と協働によるまちづくりを推進します。

■成果指標を設定し，目標の明確化による着実な取組みの推進と適正評価を行います。

■市民，各種団体，大学，事業者等の地域の構成主体とともに「協働によるまちづくり」を
推進します。

■行財政改革を推進し，業務の効率化による財政の健全化と分権型社会に対応した自立都市
を目指します。

取組方針 3　「成果指標の設定と評価の徹底」

取組方針 4　「協働によるまちづくりの推進」

取組方針 5　「行財政改革の推進」

協働によるまちづくりの推進

市民団体
地域団体

事業者大　学

市　民

市 民市 民
市民団体
地域団体
市民団体
地域団体

大　学大　学

行　政行　政

B課

A課

C課

事業者事業者

積極的な参画

部門間での
連携体制強化

協働によるまちづくりの推進

相互補完

対等

相互補完対等

相互補完

対等行政行行行行行政行政行政

市民市市市民市市民

市民団体
地域団体
市民団体
地域団体

大　学大　学

B課

B課

B課

事業者事業者

連携

積極的な参画

部門間での
連携体制強化

協働によるまちづくりの推進

連携 連携

連　携連　携

相互補完

対　等

相互補完対　等

相互補完

対　等

連　携

市　民市　民
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 第３部　まちづくり重点テーマ

◆「まちづくり重点テーマ」の概要

分
野
間
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
の

発
揮
・
事
業
費
の
削
減

将来都市像

みんなでつくる　安心，希望，
支え合いのまち　柏

市民ニーズ
社会情勢 柏市の特性

緊急性 活用
高さ

市民が安全・安心に
暮らせるまちづくり

人と環境にやさしい
低炭素先進都市の
まちづくり

笑顔で子育てができる
まちづくり

笑顔で子育てができる
まちづくり

高齢者が元気な
まちづくり

社会環境

産業に活気があり
人が集まるまちづくり

学校教育家庭環境

働き
やすさ

保健・
医療

生きがい 健　康

福　祉 社会基盤

新たな産業 既存産業

企業立地・
雇用

都市形成・
社会基盤

防災 防犯

生活安全
健康・
医療

社会
基盤

市民生活 産　業

教　育 社会基盤

　後期基本計画期間内において特に重点的に取組むべきテーマを「まちづくり重点テーマ」

として掲げ，分野横断的に推進することで，将来都市像「みんなでつくる　安心，希望，支え

合いのまち　柏」の実現を目指します。
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◆視点別の主な取組み

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

１．笑顔で子育てができるまちづくり   
２．高齢者が元気なまちづくり 
３．産業に活気があり人が集まるまちづくり 
４．市民が安全・安心に暮らせるまちづくり  
５．人と環境にやさしい低炭素先進都市のまちづくり 

◇視点別の主な取組み 

 

視 点 主な取組み

・保育サービスの充実
・情報提供・相談体制の充実

・生涯学習支援体制の充実
・子育ての経済的負担の軽減

・確かな学力・豊かな心・健やかな体の
育成
・個性が輝く教育活動の推進
・教職員の指導力の向上
・開かれた学校づくりの推進

・学校の安全対策の充実
・学校施設の耐震化の促進
・学校の適正配置，規模適正化の推進

・母子保健サービスの充実
・予防接種の促進
・地域医療体制の充実
・市立柏病院の機能の充実

・救急医療体制の充実
・救急救命体制の充実
・発達の気になる子どもの支援強化

・地域ぐるみの子育て支援
・子どもの居場所づくり
・地域による青少年育成体制の強化
・青少年の非行防止と相談体制の充実
・市民文化を担う人材の育成

・地域におけるスポーツ活動の振興
・ホームタウンチームとの連携
・交通事故の防止
・児童虐待防止対策の強化

・待機児童の解消
・仕事と子育ての両立支援

・男女平等の就労環境の整備

家庭環境

学校教育

保健・医療

社会環境

働きやすさ

◆「まちづくり重点テーマ」

○子育て世帯が「このまちで子どもを産み育てたい」
という気持ちを抱ける環境を，地域全体でつくりあ
げていくことが重要であり，『笑顔で子育てができ
るまち』を目指して，「家庭環境」「学校教育」「保
健・医療」「社会環境」「働きやすさ」のそれぞれの視
点から以下の取組みを推進します。

重点テーマ 1　笑顔で子育てができるまちづくり



11

◆視点別の主な取組み

◆視点別の主な取組み

○高齢社会の中で，高齢者が精神的にも身体的にも暮らしやす
い環境を様々な側面から整備し，高齢者が生きがいを持って
元気に柏市で生活していくことができるよう，『高齢者が元
気なまち』を目指して，「高齢者の生きがい」「高齢者の健
康」「福祉」「社会基盤」のそれぞれの視点から以下の取組みを
推進します。

○地域特性を最大限に活かしながら，産業面における幅広い支
援や関連する都市基盤整備を推進していくことによって，
産業が活性化し，定住人口や交流人口増加によるまちの賑わ
いが創出されるよう，『産業に活気があり人が集まるまち』
を目指して，「新たな産業」「既存産業」「企業立地・雇用」「都市
形成・社会基盤」のそれぞれの視点から以下の取組みを推進
します。

◇視点別の主な取組み 

 

視 点 主な取組み

・雇用機会の創出 ・生きがいづくりの支援

・介護予防の推進
・健康づくり活動の推進
・スポーツ・レクリエーション活動の推進

・地域医療体制の充実
・救急医療体制の充実
・救急救命体制の充実

・地域福祉活動の充実
・多様な生活支援サービスの充実
・認知症対策の推進
・権利擁護の強化

・福祉サービスの情報提供・相談・支援
体制の整備

・保健・医療・福祉の有機的連携

・公共空間のバリアフリー化の推進
・住環境のバリアフリー化の推進

・バス・タクシー等の交通利便性の向上

生きがい

健 康

福 祉

社会基盤

 

◇視点別の主な取組み 

視 点 主な取組み

・産学官連携による新産業創出 ・起業家の育成

・事業者の経営基盤の安定化
・市内事業者に関する情報の戦略的発信
・地域商店街の活性化

・農業者の経営基盤の強化と担い手の育成
・観光情報提供の充実

・企業立地の促進
・雇用機会の創出

・就労支援の充実
・公設市場の再整備の推進

・柏の葉キャンパス駅周辺地区のまちづくり
の推進
・柏たなか駅周辺地区のまちづくりの推進
・柏駅周辺中心市街地の活性化の推進

・鉄道の利便性向上・輸送力増強
・計画的な都市基盤整備の推進
・土地区画整理事業の推進
・市内幹線道路網の拡充

新たな産業

既存産業

企業立地・
雇用

都市形成・
社会基盤

重点テーマ 2　高齢者が元気なまちづくり

重点テーマ 3　産業に活気があり人が集まるまちづくり
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◇視点別の主な取組み 

視 点 主な取組み

・地球温暖化対策の推進
・地域防犯体制の強化
・環境汚染の防止

・３Ｒの推進
・環境美化の推進
・緑をまもる取組みの推進

・地球温暖化対策の推進
・環境汚染の防止

・環境に配慮した農業の推進

・環境市民の育成・支援

・自転車利用環境の向上
・持続可能な交通体系の充実

・柏の葉キャンパス駅周辺地区のまちづ
くりの推進

市民生活

産 業

教 育

社会基盤

◆視点別の主な取組み

◆視点別の主な取組み

○市民，事業所，関係機関と市が一体となった取組みの推進
によって，市民が安全で安心した生活を送ることができる
よう，『市民が安全・安心に暮らせるまち』を目指して，
「防災」「防犯」「健康・医療」「生活安全」「社会基盤」のそれぞ
れの視点から以下の取組みを推進します。

○市，市民，事業者など，社会を構成するすべての主体が強い
意識を持って，それぞれの役割に応じた取組みを連携しな
がら実践していくことで，温室効果ガス排出量の効果的な
削減につながるよう，『人と環境にやさしい低炭素先進都
市のまち』を目指して，「市民生活」「産業」「教育」「社会基
盤」のそれぞれの視点から以下の取組みを推進します。

◇視点別の主な取組み 

視 点 主な取組み
・災害に強いひとづくりの推進
・危機管理体制の強化
・消防体制の充実

・公共下水道(雨水)の整備
・浸水解消事業の推進

・地域防犯体制の強化
・学校の安全対策の充実

・防犯啓発事業の強化
・防犯関係機関等との連携促進

・地域医療体制の充実
・市立柏病院の機能の充実
・救急医療体制の充実

・救急救命体制の充実
・がんと生活習慣病対策の充実
・健康危機管理体制の充実

・交通事故の防止
・住宅性能・機能の向上
・学校施設の耐震化の促進

・自立した消費者の育成支援の充実
・食の安全・安心の確保
・騒音・安全対策の充実

・公共空間のバリアフリー化の推進 ・生活道路の整備

防 災

防 犯

健康・医療

生活安全

社会基盤

重点テーマ 4　市民が安全・安心に暮らせるまちづくり

重点テーマ 5  人と環境にやさしい低炭素先進都市のまちづくり
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■施策の体系

 第 4 部　施策体系別計画

　施策全体を分野別（施策体系別）に整理し，各施策の基本的な方向性と，その中でも特にこの５年
間で優先して取組む施策を明示します。

章（大分類） 節（中分類） 項（基本施策）No.
１．市民参加の促進
２．市政情報の提供

第２節　コミュニティ，市民活動 １．地域コミュニティの活性化
第３節　男女共同参画 １．男女共同参画社会の確立

第１節　情報提供，市民参加
　第１章　市民との協働

第５節　国際交流

第２節　幼児教育,  学校教育，
　　　　 青少年の健全育成

第３節　文化, 文化財

第４節　スポーツ

第１節　都市拠点整備

第２節　商業，工業，農業，
　　　　 雇用，市場

第１節　環境保全，緑地，治水

第２節　住宅・住環境，上・下水道

第２節　環境整備，廃棄物

第１節　健康づくり，医療

第２節　健康福祉のまちづくり

第１節　都市基盤

第３節　防災，消防・救急体制，
　　　　 交通安全，防犯，消費生活

第４節　交通体系，市街地整備

第３節　子育て支援

　第５章　健康・福祉

　第６章　定住促進

　第２章　学習・交流

　第３章　活力・賑わい

　第４章　環境共生

１．生涯学習の推進
１．生きる力を育む学校教育の推進
２．地域に信頼される学校づくり
３．学校教育環境の整備
４．青少年の健全育成の推進
１．文化の振興
２．歴史・文化財の保全と活用
１．スポーツを活かしたまちづくりの推進
２．スポーツ・レクリエーション活動の振興
１．国際化の推進
１．つくばｴｸｽﾌﾟﾚｽ沿線地区のまちづくりの推進
２．柏駅周辺地区の整備の推進
１．市内事業者の事業環境の整備
２．新事業の創出支援
３．都市農業の振興
４．都市観光の振興
５．企業立地の促進と雇用環境の充実
６．卸売市場の活性化
１．緑の保全と創出
２．治水と親水空間の形成
１．より良い環境の整備
２．資源循環型社会の形成
１．健康づくりの推進
２．健康危機管理機能と体制の充実
３．医療体制の整備
１．市民とつくる地域福祉の推進
２．高齢者を支える体制の充実
３．障害者を支える体制の充実
４．高齢者・障害者等の自立支援の促進
１．母子保健の推進
２．子育て環境の充実
３．健やかな成長と自立支援
１．景観の保全と創造
２．バリアフリーの推進
１．住宅・住環境の向上
２．上水道の整備拡充
３．下水道の普及促進
１．防災・危機管理対策の推進
２．消防・救急体制の向上
３．交通安全・防犯体制の強化
４．安心できる消費生活の実現
５．基地対策の充実
１．市街地の整備
２．総合交通体系の充実
３．道路網の整備

1
2
3
4
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
1
2
3
4
5
6
7
8
1
2
3
4
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

第１節　生涯学習
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値
①人口に占める市民活動団体会員数
の割合

4.1%
（H21年度末） 10% ①市政情報の提供についての満足度 49%

（H21年10月) 55%

②協働事業の特定契約数（のべ数） 96件
（H21年度末） 250件 ②「市政」への関心度 72.9%

（H21年10月） 80%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①近隣センターの利用者数 約1,117千人
(H21年度) 約1,272千人 ①柏市附属機関の女性委員比率 29.3%

（H22年4月） 35%

②ふるさと協議会と地区社会福祉協
議会の一本化数

14協議会
(H22年度末)

20協議会
（全協議会） ②啓発事業への若い世代の参加割合 17.2%

（H17～21年平均） 50%

③地域活動団体新規会員数の割合 0ベース
(H22年6月)

＋207人
（＋50％）

1.市民参加の促進 2.市政情報の提供

　市民が主体的に市政に参加し公共の担い手として活躍できる
ことで，地域が住みやすく，市民も生きがいを感じられるまち
を目指します。

　市民に必要な情報を市民の視点で分かりやすく伝えること
で，市政への理解促進や市民参加が進み，また，市民の意見が
市政に反映されるような市民に開かれたまちを目指します。

3.地域コミュニティの活性化 4.男女共同参画社会の確立

　○地域活動・市民公益活動の活性化を図ります。 　○広報活動の充実を図ります。

　○地域コミュニティづくり活動を推進する地域人材を育成します。 　○仕事と生活の調和を目指した環境を整備します。

　より多くの住民参加によってコミュニティ活動が組織的・効
率的に行われることで，地域の絆が強いまちを目指します。

　人権が尊重され，それぞれが持つ個性と能力を十分に発揮で
きる男女平等なまちを目指します。

 
 

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

第１章　市民との協働 　〜市民とともにつくるまち〜

近隣センターを活用した多世代交流

市民公益活動団体による清掃活動

柏市男女共同参画シンポジウム

タウンミーティング
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①生涯学習ボランティアの活動件数 217件
（H21年度末） 260件 ①サポート教員が配置されている学

校の割合
62%

（H22年4月） 100%

②図書館の利用者数 690,593人
（H21年度末） 800,000人 ②学習情報センターとしての機能を

もつ学校図書館設置校の割合
16%

（H23年3月） 100%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値
①教職員への基本的な悉皆研修の実
施率

33%
（H22年度） 100% ①小中学校の耐震化率 68%

（H22年4月） 94%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値
16中学校区
（H22年3月） 全20中学校区 ①柏市文化祭の来訪者数 36,000人

（H22年3月） 40,000人

②青少年相談員連絡協議会及び地区
行事への参加者数

2,000人
（H22年3月） 2,200人 ②柏市民ギャラリーの年間入場者数 71,000人

（H22年3月） 80,000人

③街頭補導における補導件数 609件
（H21年度） 500件

　市民一人ひとりが自己を高めるために，自分に適した方法で
継続的な学習ができ，その成果が地域社会に還元できるまちを
目指します。

　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の調和が取れた
教育を柏市の特性を活かして推進することで，子どもの「生き
る力」が育まれるまちを目指します。

　○地域づくりにつながる市民の主体的な学びを支援します。 　○知・徳・体の調和のとれた子どもの育成に努めます。

　○教職員の指導力の向上に努めます。 　○学校施設の耐震化を促進します。

　学校が地域の協力とともに運営され，また指導面，安全面な
ど学校内外で子どもを支える体制が整備されていることにより，
地域から学校が信頼されているまちを目指します。

　すべての子どもが安全で充実した教育環境で学ぶことができ
るまちを目指します。

　青少年活動の活発化や非行防止対策の充実など，青少年が明
るく健やかに育つための環境整備を，地域が一体となって推進
するまちを目指します。

　気軽に参加したり触れ合える環境のもとで，市民が主体と
なった文化事業が市内各所で展開され，文化の賑わいが感じら
れるまちを目指します。

　○青少年を育成する地域力を強化します。 　○市民の自主的な文化活動を支援します。

 

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

3.地域に信頼される学校づくり 4.学校教育環境の整備

6.文化の振興5.青少年の健全育成の推進

１.生涯学習の推進 2.生きる力を育む学校教育の推進

①地区青少年健全育成推進協議会が
設立されている中学校区の数

第２章　学習・交流 　〜人と交流が育まれるまち〜

生涯学習ボランティア研修会 思考力・表現力を高める学習に取組む子どもたち
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①郷土資料展示室の入場者数 11,280人
（H21年度） 15,000人 ①スポーツフェスタの参加者数 265人

(H22年11月) 300人

②歴史史料の整理状況 30%
（H21年度） 70% ②各種スポーツ教室の参加者数 309人

(H22年12月) 400人

③ホームタウン杯に参加する学校の
比率

92%
（H22年2月） 100%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①成人のスポーツ実施率(週1回以上) 33.6%
（H18年7月） 50% ①「地域の国際化」に関する重要度 35.9%

（H21年10月） 50%

②スポーツ施設予約システムの利用
登録者数

24,127件
（H22年3月） 30,000件 ②通訳・翻訳ボランティア登録者数 111人

（H22年4月） 145人

③学校体育施設開放による利用者数 496,787人
（H22年3月） 520,000人

　○身近なスポーツ活動の場と機会を拡充します。 　○異文化理解・多文化共生の地域づくりを推進します。

　身近な場所で気軽にいつでも，どこでも，だれもがスポーツ・
レクリエーション活動を楽しむことのできるまちを目指します。

　大学，企業，市民活動団体などとの連携を図りながら，外国
人にも安心して暮らしやすい多文化共生のまちを目指します。

　○身近に文化財に親しめる機会を拡充します。 　○柏レイソルなどのホームタウンチームを活かしたまちづくり
　　を推進します。

　市民が柏に関する様々な歴史や文化財に触れ，理解度を高め
ることにより，地域に愛着を抱くまちを目指します。

　スポーツ資源をまちづくりに活かすことにより，地域が活性
化され，新たな魅力が創出されるまちを目指します。

 
 
 

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

7.歴史・文化財の保全と活用 8.スポーツを活かしたまちづくりの推進

9.スポーツ・レクリエーション活動の振興 10.国際化の推進

柏市民新春マラソン

アートラインかしわ

友好都市キャムデン ( ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ) の青少年との交流活動

スポーツフェスタ
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①柏の葉地区のＣＯ２削減率 2,308千ｔ-ＣＯ２
（平成12年）

平成12年比
10％以上削減 ①柏駅周辺地区の歩行者通行量 79,172人

（H21年3月）
H21年度の数値
を維持する

②柏の葉キャンパス駅１日あたり
乗車人員

11,700人
（H22年4月） 20,000人

③柏たなか駅１日あたり乗車人員 2,800人
（H22年4月） 4,000人

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①「ものづくり電子プラザ」サイト
への年間アクセス数

20,643件
（H21年度） 27,000件 ①企業における技術開発課題等の相

談件数
46件

（H21年度） 60件

②「るっくふぉ・かしわ」サイトへ
の年間アクセス数

19,913件
（H21年度） 25,000件 ②インキュベーション施設への入居率 92.5%

（H22年6月） 100%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値
①一経営体あたりの平均年間事業所
得額

494万円
（H18年度・全国平均） 570万円 ①柏市への観光入込客数 3,457千人

（H21年度）
3,630千人
（5％増）

②地産地消協力店の店舗数 0店舗
(H22年3月) 130店舗

　豊かな地域資源を活用しながら，公民学が連携して，独自性
が高い新たな取組みを積極的に進める，市の先導的な役割を担
う地区を目指します。

　広域的な商業拠点として，更なる魅力の向上を図ることによ
り，市民と来街者の両方が「積極的に訪れたい」と感じる，賑
わいのある地区を目指します。

　○公民学が連携して先進的なまちづくりを進めます。 　○中心市街地の集客力を強化します。

　○市内事業者情報を戦略的に発信します。 　○産学官連携による新産業の創出を支援します。

　事業者が安心して経営できる環境を整え，産業が発展してい
くまちを目指します。

　学術研究機関や行政との連携，実証実験への参画などを通し
て，市内事業者が新たな事業に挑戦でき，また多くの起業家が
生まれ，集まり，成長するまちを目指します。

　様々な「つながり」と都市資産を活用し，生業として魅力あ
る農業が営めるまちを目指します。

　市内にある多様な観光資源を活用する仕組みづくりと，その
魅力を発信する情報提供機能の充実を図り，多くの人々が交流
し，訪れるまちを目指します。

　○農業者の経営力を強化します。 　○観光情報を積極的・効果的に発信します。

 
 
 

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

1.つくばエクスプレス沿線地区のまちづくりの推進 2.柏駅周辺地区の整備の推進

3.市内事業者の事業環境の整備 4.新事業の創出支援

5.都市農業の振興 6.都市観光の振興

第３章　活力・賑わい 　〜活力と賑わいのあふれるまち〜

柏駅周辺地区の賑わい（二番街）東葛テクノプラザ
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値
①企業立地促進奨励金の対象立地企
業数（のべ数）

4社
（H21年度末） 7社 ①市場（卸売業者）取扱高 274億円

(H21年度) 274億円

②ハローワークプラザ柏の月間有効
求職者数

3,017人
（H21年度平均） 2,200人

　○市内での雇用機会を拡充します。 　○公設市場の再整備を推進します。

　企業立地に向けた環境整備と積極的な誘致活動により，多く
の企業が立地し，雇用機会も多く確保された，市民が安心して
働けるまちを目指します。

　再整備された柏市公設卸売市場において，市と市場に関係す
る個々の事業者が連携しながら活発に活動し，市民のニーズに
応えることができる市場のあるまちを目指します。

 
 

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①永続性のある緑地の比率 29.4%
（H21年3月） 30% ①手賀沼のＣＯＤ値（沼中央ＣＯＤ

75％値）
10.0mg/l
（H21年度） 5mg/l以下

②１人あたりの都市公園面積  5.56㎡/人
（H21年3月） 6.00㎡/人 ②整備済排水路の総延長 620ｍ

（H21年度末） 1,830ｍ

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①柏市域からの温室効果ガス排出量 2,149千t-CO2
（H20年度） 2,077千t-CO2 ①柏地域の焼却灰等の最終処分場で

の埋立量
6,682ｔ/年
（H21年度） 3,500ｔ/年

②光化学オキシダントが環境基準を
超えた日数

81日
（H19年度） 40日 ②産業廃棄物不法投棄監視パトロー

ルの年間実施日数
246日
(H21年度) 250日

　○市民，事業者と連携し，低炭素社会の構築に向けた取組み
　　を推進します。 　○３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進に努めます。

　市が取組む環境施策と市民・事業者が取組むべき環境保全活
動について，それぞれが連携し，「ともに生きるために，環境を
守り，育て，伝えるまち」を目指します。

　より環境負荷の少ない，次世代にも継承可能なごみ処理体制
の構築を図ることにより，快適で衛生的な都市型生活と豊かな
自然環境を身近に感じられるまちを目指します。

　○貴重な緑を守る取組みを推進します。 　○自然豊かな手賀沼の再生を目指します。

　これまで受け継がれてきた緑や新たに創出された緑が，将来
にわたり良好な状態で維持され，その保全を積極的に推進して
いく，緑豊かなまちを目指します。

　浸水被害の解消を図るために，適切な治水対策を行います。
また，自然豊かな手賀沼と，多様な動植物の生息空間があるま
ちを目指します。

 
 

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

7.企業立地の促進と雇用環境の充実 8.卸売市場の活性化

1.緑の保全と創出 2.治水と親水空間の形成

3.より良い環境の整備 4.資源循環型社会の形成

 

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値
①企業立地促進奨励金の対象立地企
業数（のべ数）

4社
（H21年度末） 7社 ①市場（卸売業者）取扱高 274億円

(H21年度) 274億円

②ハローワークプラザ柏の月間有効
求職者数

3,017人
（H21年度平均） 2,200人

　○市内での雇用機会を拡充します。 　○公設市場の再整備を推進します。

　企業立地に向けた環境整備と積極的な誘致活動により，多く
の企業が立地し，雇用機会も多く確保された，市民が安心して
働けるまちを目指します。

　再整備された柏市公設卸売市場において，市と市場に関係す
る個々の事業者が連携しながら活発に活動し，市民のニーズに
応えることができる市場のあるまちを目指します。

 
 

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①永続性のある緑地の比率 29.4%
（H21年3月） 30% ①手賀沼のＣＯＤ値（沼中央ＣＯＤ

75％値）
10.0mg/l
（H21年度） 5mg/l以下

②１人あたりの都市公園面積  5.56㎡/人
（H21年3月） 6.00㎡/人 ②整備済排水路の総延長 620ｍ

（H21年度末） 1,830ｍ

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①柏市域からの温室効果ガス排出量 2,149千t-CO2
（H20年度） 2,077千t-CO2 ①柏地域の焼却灰等の最終処分場で

の埋立量
6,682ｔ/年
（H21年度） 3,500ｔ/年

②光化学オキシダントが環境基準を
超えた日数

81日
（H19年度） 40日 ②産業廃棄物不法投棄監視パトロー

ルの年間実施日数
246日
(H21年度) 250日

　○市民，事業者と連携し，低炭素社会の構築に向けた取組み
　　を推進します。 　○３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進に努めます。

　市が取組む環境施策と市民・事業者が取組むべき環境保全活
動について，それぞれが連携し，「ともに生きるために，環境を
守り，育て，伝えるまち」を目指します。

　より環境負荷の少ない，次世代にも継承可能なごみ処理体制
の構築を図ることにより，快適で衛生的な都市型生活と豊かな
自然環境を身近に感じられるまちを目指します。

　○貴重な緑を守る取組みを推進します。 　○自然豊かな手賀沼の再生を目指します。

　これまで受け継がれてきた緑や新たに創出された緑が，将来
にわたり良好な状態で維持され，その保全を積極的に推進して
いく，緑豊かなまちを目指します。

　浸水被害の解消を図るために，適切な治水対策を行います。
また，自然豊かな手賀沼と，多様な動植物の生息空間があるま
ちを目指します。

 
 

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

7.企業立地の促進と雇用環境の充実 8.卸売市場の活性化

1.緑の保全と創出 2.治水と親水空間の形成

3.より良い環境の整備 4.資源循環型社会の形成

第３章　活力・賑わい 　〜活力と賑わいのあふれるまち〜

第４章　環境共生 　〜自然が身近に感じられるまち〜

かしわ環境フェスタ ゴミゼロ運動
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①がん検診受診登録者数 133,974人
（H22年4月） 180,864人 ①監視指導を行っている食品営業施

設の比率
42%

（H22年3月） 60%

②メタボリックシンドロームの該当
者及び予備群の比率

25.4%
（H20年度）

19.0%
（H20年度比△25％） ②衛生検査の実施件数 17,680件

（H21年度） 19,500件

③感染症予防啓発活動の実施回数 8回
（H21年度） 20回

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①かかりつけ医を決めている市民の
比率

73.6%
（Ｈ18年度） 80% ①ふれあいサロンの開催箇所数 147箇所

（H21年度） 300箇所

②照会１回で救急搬送した比率 92%
(H21年) 95% ②地域包括支援センターに寄せられ

る相談件数
22,784件
（H21年度） 40,000件

指標名 現状値 H27年度末目標値

①要支援・要介護認定者の認定率 12.9%
（H22年11月末） 13％台

②介護支援サポーターの登録者数 316人
（H22年12月末） 1,000人

　心身ともに生涯健康で元気に暮らせる環境が整備され，市民
も健康維持への強い意識のもとで，積極的に健康づくりに取組
んでいるまちを目指します。

　食に関する問題や感染症などの健康危機事案に関して，平時
からの発生予防と発生後のまん延防止が的確にできる体制を整
備し，市民の安全・安心が保たれているまちを目指します。

　○がんと生活習慣病の予防を推進します。 　○健康危機管理拠点としての保健所体制を強化します。

　○市民が安心できる地域医療体制の充実を図ります。 　○地域福祉を支える人づくりを推進します。

　関係各機関が連携しながら豊かな医療環境を活かすことで，
市民が質の高い医療を身近に受けられるまちを目指します。

　地域での支えあい活動を，関係団体と行政が連携してネット
ワークを構築しながら行うことにより，住み慣れた地域で安心
して暮らせるまちを目指します。

　高齢者ができるだけ介護を必要とせず，介護が必要となった
場合にも充実したサービスを利用できる環境の中で，すべての
高齢者が安心していきいきと暮らせるまちを目指します。

　○地域包括ケアシステムの充実を図ります。

  

 
 
 
 

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

5.高齢者を支える体制の充実

3.医療体制の整備 4.市民とつくる地域福祉の推進

1.健康づくりの推進 2.健康危機管理機能と体制の充実

第５章　健康・福祉　 〜ともに育み，支え合うまち〜

ウェルネス柏 災害時要援護者　避難誘導の風景

手賀沼ふれあいウォーク
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①ケアプランを作成した障害者の
　比率

0.3%
（H21年度） 20% ①高齢者を中心としたコミュニティ

ビジネス立ち上げ支援数
実績なし
（H21年度） 10事業

②ハートフルワーク柏を利用して就
職した障害者数

実績なし
（H22年度） 20人／年

③就労による保護費の減少額 7,000千円
（H21年度） 20,000千円

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①新生児訪問の訪問率 60%
（H21年度） 70% ①保育園の待機児童数 252人

（H22年12月） 0人

②外来療育サービス利用件数 5,612件
（H21年度） 15,000件

指標名 現状値 H27年度末目標値

①子どもの居場所の設置箇所数 16箇所
（H22年3月） 31箇所

②放課後子ども教室の設置数 10箇所
（H22年3月） 23箇所

　障害のある人が，障害のない人と同様に地域の中で安心して
尊厳を持って暮らしていけるまちを目指します。

　誰もがその人らしく，住み慣れた地域で安心して自立した生
活が営めるまちを目指します。

　○障害者の相談支援体制を強化します。 　○高齢者・障害者の就労を支援します。

　○妊娠期，出産早期からの母子保健サービスを推進します。 　○待機児童の解消に努めます。

　安心して子育てができ，子どもたちが心身ともに健やかに成
長できるまちを目指します。

　子育て世帯が，仕事と家庭を両立できる環境を整備し，安心
して子どもを産み育てられるまちを目指します。

　子どもが安心して活動できる環境を地域とともに整備するこ
とによって，子どもの社会性が育まれ，子どもが自立して健や
かに成長していけるまちを目指します。

　○子どもの居場所づくりを進めます。

 
 

 
 
 

 

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

10.健やかな成長と自立支援

8.母子保健の推進 9.子育て環境の充実

6.障害者を支える体制の充実 7.高齢者・障害者等の自立支援の促進

保育園の世代間交流 母と子のつどい

豊四季台西地区サロン「ゆずり葉の会」
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①景観重点地区の指定数 4地区
（Ｈ23年3月） 6地区 ①バリアフリー化された鉄道駅の数 9駅

（H23年3月）
11駅
（全駅）

②パークマネジメントにおけるアク
ションプラン策定モデル地区数

0地区
（Ｈ23年3月） 6地区 ②ノンステップバスの導入率 74%

（H22年3月） 100%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①住宅の耐震化率 64%
（H19年1月）

84%
(H28年3月) ①水道普及率 93.3%

（H21年度末） 95%

②柏市建築物環境配慮制度届出件数 3件
（H23年1月末） 200件 ②水道管路の耐震化率 9.2%

（H21年度末） 18%

③有収率 93.5%
（H21年度末） 94.5%

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①床上・店舗浸水被害の軒数 253軒
（のべ件数） 124軒 ①自主防災組織の結成率 76.9%

（H23年3月 ） 85%

②公共下水道（雨水）の整備延長 58,420ｍ
（H21年度末） 64,220ｍ ②ＤＩＧ災害図上訓練実施率 20%

（H23年3月） 100%

③公共下水道（汚水）の普及率 87.4%
（H21年度末） 90.2%

　都市と自然，個と地域など，多様な要素の調和した景観が，
市民・事業者・柏市などの協働により守り育てられ，次世代に
引き継がれていくまちを目指します。

　交通機関や公共的施設をバリアフリー化するとともに，市民
等のバリアフリー化に対する理解を深め，支え合いの意識を醸
成することにより，誰もが安全に，いつでも，どこにでも出か
けられるまちを目指します。

　○柏駅周辺など都市の骨格となる景観の形成を促進します。 　○公共空間のバリアフリー化を推進します。

　○住宅の耐震化を支援します。 　○水道施設の積極的な整備と耐震更新化を推進します。

　安全で快適に住み続けられるように，住宅の耐震化が促進さ
れるとともに，都市環境にも配慮した良好な街並みと住環境が
整備されたまちを目指します。

　健全経営により持続可能な水道事業が確立され，市民から信
頼される安全・安心で安定した水が供給されているまちを目指
します。

　公共下水道の雨水・汚水整備により，浸水被害が起きないま
ち，快適な住環境が確保されるまちを目指します。

　市民の防災対応能力の向上とともに，市民・事業所・関係機
関との連携により，災害リスクから市民の安全・安心を守るこ
とができるまちを目指します。

　○浸水被害解消を図るため，雨水幹線整備を推進します。 　○災害に強いひとづくりを推進します。

 
 
 
 

【特に優先的に進める取組み】

1.景観の保全と創造

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

2.バリアフリーの推進

5.下水道の普及促進 6.防災・危機管理対策の推進

3.住宅・住環境の向上 4.上水道の整備拡充

第６章　定住促進 　〜快適に住み続けられるまち〜

住環境が整備された街並み 地域防災訓練（バケツリレー）
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指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①消防車の出動から放水開始までの
所要時間

5分42秒　（H19～
H21年の3か年平均） 5分15秒 ①エンジョイ・パトロール登録者数 5,300人

（H21年度末） 7,100人

②救急入電から救急出動，病院収容
までの所要時間

32分12秒
（H21年） 30分00秒 ②町会・自治会等による自主防犯組

織数
132組織

（H21年度末） 150組織

③交通安全教室の受講者数 29,365人
（H21年度） 31,000人

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①消費者被害に対する救済率 9.13%
（H21年度） 17% ①騒音等による苦情数 56件

（H21年度） 40件

②消費者教育を受けた市民数 77,491人
（H21年度） 84,000人

指標名 現状値 H27年度末目標値 指標名 現状値 H27年度末目標値

①沼南中央地区の都市計画の進捗度 0%
（H22年4月） 100% ①バス交通の課題を抱える地区数 4箇所

（H22年度） 0箇所

②組合施行の土地区画整理事業の進
捗率

77.4%
（H22年4月） 100% ②駅周辺の1日あたり放置自転車数 413台

（H21年度） 330台

指標名 現状値 H27年度末目標値

①都市計画道路整備率 約36.6%
（H21年3月） 37.6%

　○初動体制を強化します。 　○市民による自主防犯活動の更なる普及促進に努めます。

　市民一人ひとりが安心して暮らせる，安全性の高い消防救急
体制が整備されたまちを目指します。

　市民一人ひとりが高い防犯意識を持ち，地域の見守り合いと
犯罪が起こりにくい環境整備を行うとともに，交通事故の防止
を図ることにより，誰もが安全・安心を実感できるまちを目指
します。

　市民が賢い消費者として自立し，消費者被害を未然に防ぐこ
とで，安心して安全に生活することができるまちを目指します。

　騒音被害の軽減と事故防止への取組み等により，基地周辺住
民の生活環境の安定及び福祉の向上を目指します。

　○自立した賢い消費者の育成を支援します。 　○騒音・安全対策の充実を図ります。

　○計画的な都市基盤整備を推進します。 　○バス交通の利便性を高めます。

　土地区画整理事業などを推進することで，都市機能と居住環
境のバランスを図り，環境にも優しいまちを目指します。

　公共交通の利便性を高めることで，自動車に多くを依存しな
い選択性の高い交通体系を構築し，温室効果ガスの排出を抑制
した，人と環境にやさしいまちを目指します。

　良好な道路機能の整備・維持により，安全で快適な生活環境
が持続できるまちを目指します。

　○交通利便性に配慮した主要幹線道路の整備を進めます。

 
 

 
 

【特に優先的に進める取組み】

7.消防・救急体制の向上

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】 【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

【特に優先的に進める取組み】

8.交通安全・防犯体制の強化

9.安心できる消費生活の実現 10.基地対策の充実

11.市街地の整備

13.道路網の整備

12.総合交通体系の充実

国道１６号呼塚交差点付近の渋滞
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南部ゾーン

中央ゾーン

16
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北部ゾーン

【土地ゾーニング図】
第
1
部

第
2
部

第
3
部

第
4
部

第
5
部

第
6
部

資
料
編

 第 5 部　自立都市実現を目指して

 第 6 部　地域整備の方向

　地方分権の進展や厳しい財政状況を踏まえ，限りある財源の効率的・効果的な活用と，中核市の権限を最
大限に活かし，様々な主体が連携し合い，本市ならではの特色を活かしながら地域のまちづくりを協働で行
うことで，個性かつ魅力ある自立した都市づくりを推進するものとします。
　ここでは，自立都市実現に向けた取組みのうち，市の行財政運営において取組む事項について整理します。

　市内の各地域の資源や課題を踏まえ，各
地域の特性を活かしたまちづくりを進めな
がら，地域間の連携や機能の補完によっ
て，バランスの取れたまちづくりを目指す
ことが必要です。
　ここでは，市域を「北部ゾーン」「中央ゾ
ーン」「南部ゾーン」に区分し，ゾーンごと
に今後のまちづくりの方向性について整理
します。
　なお，まちには連続性があることから，
各ゾーンの境界については，明確に線で区
切るのではなく，互いに重なり合うような
とらえ方をします。

１．健全な財政運営と行財政改革の推進

４．広域行政への取組み２．効率的な組織運営と
　　　　　   人材育成

３．公共施設の
　　　あり方の見直し

１．健全な財政運営と行財政改革の推進

４．広域行政への取組み２．効率的な組織運営と
　　　　　   人材育成

３．公共施設の
　　　あり方の見直し

○中期的視点に立った健全で効率的な行財政運営
の推進により，安定して持続可能な行財政基盤
の構築を目指します。

○各部署や担当の垣根を越え
た横断的な組織運営と，職
員が能力を充分に発揮でき
る人材育成に努めます。

○公共施設の安全性確保と
ともに市民サービス向上
を基本とした公共施設の
適正配置と有効活用に努
めます。

○市民の生活圏の拡大に対応した
行政サービスの提供と効率的な
行財政運営を図るため，近隣自
治体等との連携・協力による広
域行政への取組みを推進します。

指標名 現状値
（H21 年度）

Ｈ２７年度末
目標値

①経常収支比率 96.6％ 95％

②財政基盤強化度 5.5％ 10％

③将来負担比率 110.3％ 85％
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○柏の葉キャンパス駅周辺地区においては，緑地や水辺などの自然環境と共生しながら，市民・企業・自
治体・大学等の連携・交流による先進的なまちづくりを推進し，国際学術研究都市・次世代環境都市の
実現を目指します。

○柏インター周辺地区では，交通利便性を活かし，産業
拠点等の整備を進めます。

○柏たなか駅周辺地区では，都市農業と共存する田園都
市づくりを進めます。

○土地区画整理事業の推進により，環境に配慮した良好
な居住環境を確保します。

○緑園都市構想の考え方に基づき継続性のあるまちづく
りを進めます。

○柏駅周辺地区は本市の中心市街地であり，広域商業拠点としての役割を強化するため，商店街の活性化
支援，商業・業務機能の集積，再整備を進めるとともに，道路や交通環境など都市基盤整備の充実を図
ります。

○高齢化の進行に対応したまちづくりの観点から，多様
な世代の居住推進や高齢者が生きがいを持って活動で
きる環境づくりなどに取組みます。

○スポーツやアートなどを活かした本市ならではの都市
文化を創 造し，柏ブランドとして情報発信していき
ます。

○ライブタウン構想の考え方に基づき継続性のあるまち
づくりを進めます。

○沼南地域については，柏駅，北柏駅方面への主要幹線道路の整備や交通アクセスの円滑化を図ることで
一体的なまちづくりを推進します。

○手賀沼周辺地域の農業や観光・レクリエーションの振興により，豊かな自然と快適な生活環境が共生す
る活気に満ちたまちづくりを進めます。

○土地区画整理事業等により，潤いと安らぎのある居住
環境の整備と産業活動を支える都市基盤整備を促進し
ます。

○南部方面における浸水被害の解消に向けたインフラ整
備を進めます。

○緑住都市構想及び沼南地域整備方針の考え方に基づき
継続性のあるまちづくりを進めます。

北部ゾーンの整備方針

南部ゾーンの整備方針

中央ゾーンの整備方針
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■姉妹・友好都市とふるさと交流都市

　１９７３年（昭和４８年）に「姉妹都市」となって以来，青少年の交換派遣
や市民同士の草の根交流など，幅広い分野での交流活動は高い評価を受けてい
ます。面積は約５４平方キロメートル，人口は約１５万人で，アメリカ西海岸
のさわやかな気候の地に，工業・商業・住宅地域がバランスよく発展した美し
いまちです。市の中心部には大規模商業施設である「デル・アモ・ファッショ
ンセンター」があり，沢山の観光客，地元市民が訪れ賑わいをみせています。

姉妹都市
トーランス市（アメリカ合衆国・カリフォルニア州）

　１９８３年（昭和５８年）に「友好都市」となり，青少年の交流などで友好
を深めています。河北省東北部の山地の中にあり，関東地方よりも広い面積約
４万平方キロメートルという広大なまちです。人口は約３７０万人。中国の十
大景勝地の一つとして国外にも名声を馳せ，年間５５０万人以上の観光客が訪
れます。中でも，清朝の時代，皇帝が夏に政務を行った「避暑山荘」と，それ
を取り巻く寺院の「外八廟」が有名です。１９９３年（平成５年）から柏市と
柏市みどりの基金が承徳市緑化事業の援助を行っており，「友誼林」「日本柏市
植物園」などが整備されています。

友好都市
承徳市（中国・河北省）

　平成６年に柏市制施行４０周年を記念して「ふるさと交流都市」の関係を結
びました。人口は，約４, ９００人ですが，７４７. ５３平方キロメートルとい
う柏市の約６. ５倍の面積を持つ，豊かな自然に囲まれたまちです。夏は田子
倉湖での釣り，冬はスキーや「ふるさと雪まつり」など，自然にふれることが
できるレジャーやイベントが多く，柏市民がこれに参加したり，小学生が林間
学校に訪れるなどの交流を行っています。

ふるさと交流都市
只見町（福島県南会津郡）

　１９９１年（平成３年）に「友好都市」となり，中学生交換派遣や柏まつり
などを通じて交流を深めています。東京から南へ２，５００キロメートル，マ
リアナ諸島南端に浮かぶ常夏の島で，約１６万人が暮らしています。青い海と
ジャングルなどの自然が豊かな観光地として有名で，年間１００万人を超える
観光客が訪れ，日本からも手軽に行くことができる海外リゾートとして定着し
ています。

グアム（アメリカ合衆国准州）

　旧柏村と平成６年に柏市制施行４０周年を記念して，「ふるさと交流都市」の関
係を結び，イベントへの参加や特産品の販売などの交流を行ってきました。旧柏村
が平成１７年２月に木造町，森田村，稲垣村，車力村と合併し，「つがる市」とな
ったことから，平成１７年７月，改めて「つがる市」と「ふるさと交流都市」を締
結しました。つがる市は，青森県の西北部，津軽平野の中央部から西に位置し，南
方には津軽の秀峰「岩木山」と世界遺産「白神山地」を望む地にある人口約３万７
千人の市です。旧柏村地域は，米とリンゴを中心とした農業が盛んで，樹齢１３０
年を超える日本最古のリンゴの木は，今でも毎年約３０箱（６００ｋｇ）の収穫を
もたらし，シンボル的な存在となっています。

つがる市（青森県）

　２００５年（平成１７年）沼南町との合併により，「友好都市」になりまし
た。旧沼南町では，１９９７年（平成９年）に「友好都市」となり，青少年の
交流などを通じて交流を深めていました。人口約５万５千人，面積約２０６平
方キロメートル，シドニーとキャンベラの間に位置し，羊毛の産地として知ら
れるほか，ワインの生産も盛んに行われています。

キャムデン町（オーストラリア・ニューサウスウェールズ州）

　平成１７年７月，「姉妹都市」の関係を締びました。綾瀬市は，旧沼南町と
昭和４２年（当時は綾瀬町）に，ともに自衛隊の基地があり，人口も同じくら
いということで，「姉妹友好都市」の提携を行いました。綾瀬市は，神奈川県
のほぼ中央，都心から約４０キロメートルに位置しています。市北東部には面
積の約６分の１を占める厚木基地があります。

綾瀬市（神奈川県）

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市

キャムデン町

グアム

承徳市

トーランス市
ロサンゼルス

サンフランシスコ

シアトル

只見町

つがる市

綾瀬市
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　わたくしたちは，「国際理解」と「平和な柏」を市民憲章にうたい，人類共通の願いである世界の恒久平和を希求
している。しかし，最近における国家間の紛争や軍備拡張などによる緊張の高まりは，市民生活のうえに不安をもた
らしている。
　わたくしたちは，再び戦争の惨禍を繰り返すことのないよう，将来にわたってわが国が非核三原則を堅持するとと
もに，すべての国の核兵器廃絶と軍備縮小の達成を訴えるものである。
　わたくしたちは，日本国憲法に掲げる崇高な「恒久平和」の実現のために，ここに平和都市を宣言する。

わたくしたちは，豊かな緑と水をまもり，潤いのある住みよい柏をつくるために，この憲章を定めます。
　 1　たがいに話し合って，心のかよう明るい柏をつくりましょう。
　 1　老人を敬い子どもを愛する，あたたかい柏をつくりましょう。
　 1　環境をととのえ，安全できれいなまち・柏をつくりましょう。
　 1　教育を重んじ，健康で，文化の薫り高い柏をつくりましょう。
　 1　国際理解を深め，平和な柏をつくりましょう。

平和都市宣言（昭和６０年３月２０日制定）

柏市市民憲章（昭和４９年９月２０日制定）

新しい葉が出るまで古い葉が落
ちない縁起のよい木として知ら
れ，名称が市名と一致している
ことから，昭和４５年１１月に
選定されました。

平成１７年３月２８日，沼南町との合併によ
り，市の木に加わりました。旧沼南町では，昭
和４５年９月に町の木に制定されました。これ
は，昭和４８年に開催された千葉国体の記念事
業として , 各市町村の木を選定することになり ,
町民から親しまれている「椎（シイ）」の木が選
ばれたことによるものです。

柏市の発足にあたって市民から募集し，昭和２９
年１１月に制定されました。ひらがなの「か」「し」
「わ」の３文字を組み合わせた図案です。

柏市制施行４０周年を記念し，
平成６年１１月に制定されまし
た。翼と尾が美しい灰青色でほ
かの鳥と区別しやすく，庭先や
公園でもよくみられます。

柏市制施行４０周年を記念し ,「みんなで広め
る花」として平成６年１１月に選定されまし
た。ふやし方や手入れも簡単で , 広く市民に親
しまれています。

柏市制施行４０周年を記念し，
「みんなで守る花」として平成
６年１１月に制定されました。
逆井の群生地は市の文化財に指
定されています。

平成１７年３月２８日 , 沼南町との合併により ,
市の花に加わりました。旧沼南町では , 明るく
住み良い町のイメージとして , 大地にしっかり
根をはり , 太陽に向かって伸びる躍動感が２１
世紀に向けて発展する沼南町を象徴しているこ
とから , 平成２年９月に応募総数３１６点 , ７
２種類の中から選定されました。

○市の木：カシワ ○市の木：椎（シイ）

○市章

○市の鳥：オナガ ○市の花：シバザクラ

○市の花：カタクリ ○市の花：ヒマワリ

柏の
シンボル
柏の
シンボル
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